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回答数　104名

□十分達成、■ほぼ達成、■あまり達成していない、■ほとんど達成していない、□わからない

1.子どもたちは、毎日楽しく学校生活を送っていると思いますか。

3.学校行事は、子どもたちが主体的に取り組む内容になっていると思いますか。

4.児童生徒の健康や安全に対する指導が適切に行われていると思いますか。

6.子どもたち同士が互いに良い関わりをもち、仲良く学校生活をしていると思いますか。

7.悩みや困ったことについてあなた（保護者）は教職員に気軽に相談できていますか。

8.保護者懇談や通知票、たよりを通じてお子さんの様子や学校の情報が十分に伝わりましたか。

9.学校の施設・設備は健康や安全に配慮されていると思いますか。

10.ＰＴＡ活動や地域生活への支援は、十分されていると思いますか。

学校評価 保護者アンケート結果の報告

　保護者等の皆様には、過日実施しましたアンケートに御協力いただきありがとうございました。
　今年度も昨年度までとほぼ同様の傾向が見られ、ほとんどの設問において肯定的回答(十分達成･ほぼ
達成)が80％以上を占めました。本校の教育活動について、多くの保護者等の方に評価していただいてい
ると考え、今後も取組を継続・発展させていきます。
　設問によっては、他と比較して肯定的回答の割合が低いものや、少数ながらも否定的回答(あまり･ほ
とんど達成していない)や｢わからない｣の回答もありました。さらに改善を図る必要があると御指摘いた
だいたと受け止めています。
　記述欄では「毎日元気に登校し、笑顔で帰宅します。学校生活がとても楽しく充実していることが伝
わってきます。先生方には丁寧にご指導いただき感謝しております。」等、よい評価をたくさんいただ
く一方で、学校行事や施設・設備の改善等について具体的な御指摘もいただきました。
　アンケート結果を全教職員で共有し、学校運営協議会委員の皆様からの御助言と併せて今後の改善に
生かしていきます。子どもたちが生き生きと学び、たくましく豊かに育つことを目指し教育活動を展開
しますので、今後とも皆様方の御理解と御協力をお願いします。

5.教職員は子どもたちの実態を適切に把握し、一人一人に応じた指導目標を定め、指導に努めて
いると思いますか。

2.学習や取組は子どもたちに基礎学力や社会性を身につけ、自立し社会参加する力をつけるもの
になっていると思いますか。
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４月10日(月) 始業式（11:30下校）

11日(火) 入学式（11:30下校）

２月24日（金）に卒業を祝う会を行いました。たくさんの拍手に迎え
られ入場した４名の６年生。一人ずつ呼名を受けて、元気よく返事をした
り、立ち上がって笑顔で答えたりしました。クイズ「このひと、だぁ
れ？」では、赤ちゃんの頃から入学した頃の写真が映し出されると一人一
人の成長の姿が分かり、会場全体が温かな気持ちになりました。「決意の
言葉」では、学習の成果を発揮して、自分の言葉で伝えたり、タブレット
を操作して作ったスライドをテレビ画面に映しながら発表したりすること
ができました。保護者の方からのメッセージを聞いたり、在校生からの心
のこもったお祝いの言葉や色紙のプレゼントを受け取ったりして思い出に
残る会となりました。

３月３日（金）に３年生を送る会を行いました。３年生の保護者に参観
していただき、３年間の成長が分かるスライドや、お祝いの出し物などを見
てもらうことができました。
１・２年生は「司会係」「会場係」「プレゼント係」の３つの係に分かれ、

送る会の準備を進めてきました。３年生は中学部で楽しかったことや高等部
で頑張りたいことを、「決意の言葉」として発表する練習に取り組んできま
した。
当日、１・２年生は「ありがとう」や「おめでとう」の気持ちを込めてお

祝いすることができました。司会を担当した生徒からは「緊張した。」とい
う感想もあり、一生懸命取り組んだことがよく伝わってきました。３年生は、
はきはきと呼名の返事をし、「決意の言葉」もしっかりと発表して、立派な
姿で３年間を締めくくることができました。

3月3日（金）に寄宿舎お別れ会を行いました。高等部２名が
本校を卒業します。この日に向けて実行委員が中心となり準備を
進めてきました。「今日まで、プレゼント作りや飾り作りをみん
なで頑張りました。思い出に残るお別れ会にしましょう。」とす
てきな挨拶で本番が始まりました。
卒業生による構成詩の発表では、それぞれが寄宿舎で過ごした年

月を振り返りながら、思い出や決意、感謝の言葉を伝えました。入
舎当初の幼く見える２名が様々な経験を積み、こうして卒業を迎え
るまでのたくましくなった姿が、写真や言葉を通して伝わってきま
した。
在校生からは「２人とも４月からは、それぞれお仕事をがん

ばってください。卒業しても、みんなでずっと応援しています。
また寄宿舎に遊びにきてください。私たちも頑張ります。今まで
ありがとう。」と卒業生に「おくることば」を送り、各部屋で
作ったプレゼントが卒業生に渡されました。最後は、卒業生がリ
クエストした「パプリカ」と「ツバメ」をみんなで踊り、楽しい
時間となりました。

３月10日（金）に高等部のお別れ会を行いました。この日のために新生
徒会を中心に、２年生は３年生に送る言葉、メッセージを担当し、１年生
は応援団のように、太鼓に合わせてエールを送ること、また会場の飾りつ
けを担当しました。クラスのメッセージでは、３年生紹介と、一緒に過ご
した楽しい思い出や、３年生に感謝の気持ち、応援の言葉を送ることがで
きました。３年生にとって、思い出をみんなで共有でき、楽しく有意義な
時間となりました。
そして、３年生の思い出と決意の言葉は、楽しかった学校生活と新しい

ステージへの意気込みが会場のみんなに十分伝わりました。お別れの寂し
さもありましたが、温かい拍手が卒業生退場の場面で鳴り響きました。
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